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⽬的 中性⼦とガンマ線の混在場となるBNCTの治療場における、両粒⼦の分離線量計測⼿法検証の
ための標準混在場の設計及び製作

内容 汎⽤モンテカルロコードPHITSを⽤い、DD中性⼦源を⽤いた、中性⼦・ガンマ線の標準混在
場の設計を⾏った。⾼速、熱外、熱中性⼦及びガンマ線の割合を任意に設定できる場を⽬指した。

結果 中性⼦のみ、ガンマ
線のみの他、⾼速、熱外、
熱⽐がそれぞれ70％を超え
る場と、その場合にガンマ
線との任意の⽐率を持つ場
の構築に成功した。

利⽤した計算機
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